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広告

経費削減のために有料広告を掲載しています。

課題解決

中小企業診断士が
総合的な視点で

課題解決をサポートします！

こんなことにお困りではありませんか？

事業を見直したい事業を見直したい

人材を育てたい人材を育てたい

財務体質を改善したい財務体質を改善したい 生産性を向上したい生産性を向上したい

新たな事業を展開したい新たな事業を展開したい

売上を拡大したい売上を拡大したい

長年続けてきた事業を見直し更なる企業
発展をお手伝いします。

企業の基盤となる就業規則や組織体制の
整備を支援します。

収益性や安全性を高めるための改善提案
をいたします。

品質・コスト・納期の管理や補助金を活用
した設備導入支援を行います。

売上をもっと伸ばしたいと考えている方
の販路開拓を支援します。

経営の現状を整理し新たな事業展開に
向けた事業計画の策定を行います。

・事業承継について相談したい
・商品開発のアドバイスが欲しい

・利益連動型等級表を作成したい
・人事評価制度を整備したい

・資金繰りを見直したい
・融資制度を活用したい

・５Sを導入したい
・ＩＴ導入により生産性を高めたい

・他業種連携を図りたい
・マーケティングで顧客ニーズを
 把握したい

・経営改善計画の策定を支援してほしい
・創業融資に必要な創業計画書を作成して
  欲しい経営全般

労務

経営戦略

事業計画

販路開拓

財務改善

他にも
他にも

他にも

他にも

他にも

他にも

生産性向上

ＩＴ

補助金

中小企業診断士は、経済産業大臣が認定するわが国で唯一の経営コンサルタントの国家資格です。

お気軽にご相談ください

〒910-0296　福井県坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16  福井県産業情報センタービル内

ＴＥＬ（0776）67-7447　ＦＡＸ（0776）67-7429
ＵＲＬ　http://www.sindan-fukui.jp/ ＭＡＩＬ　info@sindan-fukui.jp 随時最新情報を配信中

一般社団法人 福井県中小企業診断士協会
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県内企業のIoT・AI導入
～乗り遅れ注意！IoT・AIでビジネスが変わる～

　ビジネスや社会に大きな変革をもたらすとされる IoT 
（Internet of Things）や AI （人工知能）。日本再興戦略にお
いても、官民戦略プロジェクトの一つとして位置付けられてお
り、新たなビジネスを生み出し、多くの社会的な課題を解決す
るものと期待されています。世界中で広まりを見せる今、その
波に乗り遅れると、社会システムや産業構造の変化に取り残さ
れる可能性すらあるといえます。
　しかし、昨年、県が県内企業を対象に行ったアンケートによ
ると、IoT や AI に関心はあるものの、メリットや費用対効果
が分からず、導入している企業はまだまだ少ないのが現状です。
そこで今回の特集では、導入のヒントとなるよう IoT 導入を
進める県内企業の取り組みや専門家の解説を取り上げます。

県内企業の IoT・AI 導入　～乗り遅れ注意！ IoT・AI でビジネスが変わる～

CONTENTS
01	 特集　県内企業の IoT・AI 導入
 　　　～乗り遅れ注意！ IoT・AI でビジネスが変わる～
 ・イントロダクション
	 　「ふくいAI ビジネス・オープンラボ」オープン
 ・福井の中小企業のための IoT・AI の活用ポイント
	 　寄稿：メディアスケッチ㈱　伊本	貴士	氏
 ・企業事例
	 　㈱オーカワパン
	 　　AI による工程管理支援でサービスの質的向上
	 　㈱ワカヤマ
	 　　IoT で作業者のモチベーションをUP
 ・福井県の施策紹介
	 　福井県 IoT 推進ラボ	他
11	 今月の注目企業	 ㈱プロデュースＧ . Ｃ .
13	 Start a New Project	 足つぼ療術院	心花（このは）、㈱ピュアプラス
14	 教えて！産総研
15	 中産大通信 今求められる人材育成
16		 グッドデザインシンキング
18	 話題の新スポット巡礼
20	 インフォメーション　他

11 月 7 日 お披露目
「ふくいＡＩビジネス・オープンラボ」が福 井県産業情報センター内にオープン！
　このたび、県産業情報センタービルの 1階に「ふくいAI ビジ ネス・オープンラボ」がオープンしました。当ラボはAI	(人
工知能 )・IoT	(Internet	of	Things）に関する先進技術を実際 に体験でき、IoT・AI 技術を活用した生産性向上・業務
効率化や新たなビジネスの創出に活かせる支援拠点であり、「学 び」と「実践」ができる場が生まれました。
　11月 7日に開所を記念して、LINE 上でチャットボット女子 高生AI	“ りんな ” と会話できるサービスを開発した砂金
信一郎氏を招いての講演会を開催し、多くの来場者で賑わいま した。

ふくいAIビジネス・オープンラボでできること

IoT・AI 技術をビジネス活用している最新事例（機材）を
展示します。実際に操作を体験することで、自社への導入
のイメージを掴むことができます。

県内外でトップランナーとして活躍している専門家を講師
として招き、IoT・AI 技術に関する基本的な知識から導入
効果や活用方法まで、理解を深めるためのセミナー・ワー
クショップ・交流会などを開催します

「IoT・AI 技術について教えてほしい」「導入にむけたアド
バイスがほしい」といった IoT・AI 技術に関する相談に、
専門知識を有する運営スタッフが対応します。

活用事例の展示・体験1

ニーズにあわせた勉強会の開催2

専門家による相談対応3

福井県産業情報センター	1 階
福井県坂井市丸岡町熊堂 3-7-1-16

月曜日から金曜日（ただし、祝日・年
末年始は除く。）
および毎月第 2、第 4の土曜、日曜日
（相談対応は平日のみ。）

　　　　　　9:00 ～ 17:00

その他 概要

場　　 所

開 館 日

開館時間

ふくい AI ビジネス・オープンラボより
県内企業の皆様へメッセージ
　ここ数年、IoT・AI 技術を活用した生
産性向上や新しい価値の創造に大きな注
目が集まっています。一方、その導入効
果や活用方法については具体的な情報が
少なく、イメージが湧きにくいといった
声がよせられています。
　そこで「ふくい AI ビジネス・オープ
ンラボ」では、IoT・AI 技術がどのよう
な場面で、どのように活用できるのか具
体的なイメージを掴んでいただくため、
実際にビジネスに活用している事例の中
でも、わかりやすい製品・サービスを厳
選し展示します。展示物の機能などについては、専門知識を
有するの運営スタッフによる解説を受けることができます。
また、IoT・AI 技術に関する基本的な相談もお受けします。
　加えて、IoT・AI 技術を中心とした最新の IT 技術に関す
る勉強会を開催します。勉強会では、座学による知識習得だ
けでなく、実際に手を動かす実習スタイルのワークショップ
も取り入れ、参加者同士が交流を図りながら『「学び」と「実
践」ができる場』を提供します。
　どなたでも来場いただけますので、IoT・AI 技術に興味関
心のある方は、ぜひ一度お立ちよりください。心よりお待ち
しております。

販路開拓支援部長

南　務

工程実績収集用 RFID ボード
「おくだけボード」
株式会社アートテクノロジー

製造業などで工程別の作業実績を安価に簡単に収集
するための RFID ボードとリアルタイムで情報管理
するためのシステム。

コミュニケーションロボット
「RoBoHoN（ロボホン）」

SHARP 株式会社
内蔵しているカメラ機能やプロジェクター機能を
使って、会場の設備などについて来館者に説明する

ミニ四駆画像判定カムロボ
株式会社ナチュラルスタイル

画像解析技術を活用して、目の前にある物体がミニ
四駆かどうかを判別するロボット。

ビニールハウス環境制御デバイス
「Ho-saku（ホーサク）」

グラス IT フィールズ株式会社
ビニールハウス内の温湿度、日射量、CO2、土壌水
分といった情報をセンサーによってリアルタイム管
理し、タブレット等でビニールハウスのカーテンを
自動制御するシステム。

展示エリア1

IoT

IoT

AI AI
IoT・AI 技術を活用した具体的で導
入イメージの湧きやすいビジネス事
例などを展示します。運営スタッフ
による解説つきの見学会を定期的に
開催します。

資料エリア2
IoT・AI 技術のみならず IT およびビジネス業
界に関する幅広い資料が閲覧可能です。

勉強会エリア3
県内外から専門家を招き、
IoT・AI 技術の導入効果や活
用方法に対する理解を深める
ための勉強会などを開催しま
す。
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各
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へ
Ｉ
ｏ
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入
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る
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に
、
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方
版
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ｏ
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推
進
ラ
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と
い
う
プ
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ジ
ェ
ク
ト

で
技
術
の
専
門
家
（
メ
ン
タ
ー
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を
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遣
し
て
い
ま
す
。

　

縁
あ
っ
て
、
私
が
去
年
福
井
県

の
メ
ン
タ
ー
と
し
て
福
井
県
眼
鏡

　

ト
ッ
プ
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
の

事
を
正
し
く
理
解
で
き
て
い
る
と

い
う
は
推
進
の
た
め
の
必
須
条
件

で
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
は
残
念
な

が
ら
新
聞
な
ど
断
片
的
な
情
報
を

読
ん
だ
だ
け
で
は
、
十
分
に
理
解

で
き
ま
せ
ん
。
断
片
的
な
知
識
で

わ
か
っ
た
気
に
な
っ
て
も
、
実
際

に
活
用
す
る
場
面
に
な
る
と
大
き

く
躓
き
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
奥
の

深
い
技
術
で
す
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福
井
に
限
ら
ず
地
方
で
は
情
報

が
限
ら
れ
る
事
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
効
率
よ
く
情
報
を

得
る
た
め
に
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

関
連
の
書
籍
を
読
む
こ
と
が
い
い

と
思
う
の
で
す
が
、
地
方
に
書
店

（
と
く
に
技
術
関
連
の
書
籍
を
置

い
て
い
る
書
店
）
は
数
が
激
減
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め

に
、
自
治
体
が
積
極
的
に
セ
ミ

ナ
ー
や
交
流
会
、
図
書
館
や
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
書
籍
を
置
く
な
ど
学

習
す
る
機
会
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
福
井
県
に
は

「
ふ
く
い
Ａ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
・
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
」
が
オ
ー
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す
る
の

ト
ッ
プ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
知
識
が
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い
る

ま
た
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ｏ
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・
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に
対
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る
大
き
な
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解
が
あ
る
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Ｔ
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導
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き
て
い
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い
の
で
、
Ｉ
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Ｔ
や
Ａ
Ｉ
は
導
入

で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
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Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
導
入
で
き
な
い

と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
す
。
そ

も
そ
も
一
番
よ
く
な
い
の
は
、
工

場
全
体
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
で
自
動

化
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
世

界
に
市
場
を
持
ち
、
豊
富
な
資
金

を
持
つ
大
企
業
な
ら
あ
り
え
ま
す

が
、
一
般
的
な
企
業
で
そ
れ
を
や

ろ
う
と
す
る
と
採
算
が
合
い
ま
せ

ん
。

　

で
は
、
何
の
た
め
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
か
と
い
う
と
、

生
産
工
程
の
一
番
大
き
な
問
題
を

解
決
す
る
か
、
ま
た
は
、
新
し
い

価
値
を
提
供
す
る
た
め
に
サ
ー
ビ

ス
や
製
品
に
組
み
込
む
か
、
と
い

う
話
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
工

場
や
企
業
全
体
が
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
て

い
な
い
と
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
が
導

入
で
き
な
い
と
い
う
の
は
間
違
い

で
す
。

　

実
際
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
等
導

入
促
進
事
業
補
助
金
で
成
果
を

出
し
て
い
る
企
業
も
全
て
が
完
璧

に
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え

ば
、
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
番
問

題
の
あ
る
所
か
ら
必
要
に
応
じ
て

必
要
な
も
の
だ
け
導
入
す
る
。
そ

れ
で
問
題
な
い
の
で
す
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こ
の
パ
タ
ー
ン
で
最
も
よ
く
あ

る
の
が
、
大
規
模
に
導
入
し
よ
う

と
考
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
人

の
か
わ
り
に
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ボ
ッ
ト
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た
く
さ

ん
並
べ
て
、
作
業
を
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動
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し
よ

う
と
考
え
る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
、

各
眼
鏡
関
連
企
業
を
訪
ね
た
時
に

も
何
回
も
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す

が
、
人
間
の
代
わ
り
に
、
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
を
使
っ
た
機
械
や

ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
で
作
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
業
務
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
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ス
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ド
大
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Ａ
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オ
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ン
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約
49
％
の
業
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が
人
工
知
能
で

自
動
化
可
能
と
い
う
論
文
が
あ
り

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
で
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
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私
は
、
福
井
以
外
で
も
様
々
な

自
治
体
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

て
き
て
い
ま
す
が
、
福
井
は
比
較

的
優
秀
な
Ｉ
Ｔ
企
業
が
多
い
地
域

で
す
。
う
ま
く
Ｉ
Ｔ
企
業
と
連
携

で
き
て
い
る
企
業
は
、
自
治
体
の

紹
介
や
、
交
流
会
な
ど
で
普
段
か

ら
情
報
の
や
り
と
り
を
行
い
、
信

頼
を
高
め
た
上
で
、
場
合
に
よ
っ

て
は
共
同
研
究
開
発
と
い
う
形
で

比
較
的
安
く
開
発
費
を
抑
え
た
上

で
、補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

連
携
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
は
大
企
業

で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
優
秀
な
技
術
者
が
い
る
地
元

の
中
小
企
業
の
方
が
、
融
通
が
き

い
て
う
ま
く
い
く
事
が
多
く
あ
り

ど
こ
に
開
発
を
依
頼
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い

ま
た
は
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
が
高
す
ぎ
る

4

ま
す
。
ま
た
、
な
に
か
あ
っ
た
時

に
も
、
対
応
し
て
も
ら
い
や
す
い

所
を
選
ぶ
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
企
業
だ
か
ら
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
が
出
来
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｔ
企
業
は
次

世
代
の
技
術
を
開
発
で
き
る
技
術

者
の
育
成
が
急
務
で
あ
り
、
自
治

体
は
そ
の
手
助
け
を
積
極
的
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。

　

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
福
井

は
Ｉ
Ｔ
企
業
が
多
い
と
い
う
点

と
、
若
い
人
材
が
多
い
と
い
う
点

に
お
い
て
他
の
地
方
に
比
べ
る
と

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
や
す
い

環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。た
だ
、

福
井
の
中
小
企
業
の
た
め
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
の
活
用
ポ
イ
ン
ト

工
業
組
合
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
実
施
し
、
ま
た
福
井
県
の
Ｉ
ｏ

Ｔ
・
Ａ
Ｉ
等
導
入
促
進
事
業
補
助

金
に
お
け
る
審
査
員
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
経
験
か
ら
、
今
後

福
井
の
企
業
が
、
ど
の
よ
う
に
Ｉ

ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
を
活
か

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
に
つ

い
て
感
じ
た
と
こ
ろ
を
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
県
が
企
業
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
て

も
福
井
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

へ
の
関
心
は
非
常
に
高
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
一
方
、
す
で
に
Ｉ
ｏ

Ｔ
や
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
な
ん
ら
か
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
で
き
て
い

る
企
業
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
、
す
で
に
福
井
県
内
に
お
い

て
も
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
を
推
進
で

き
て
い
る
企
業
と
で
き
な
い
な
い

企
業
の
差
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ・Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

福
井
の
印
象 伊本 貴士 氏

メディアスケッチ株式会社
代表取締役
サイバー大学 客員講師

プロフィール
奈良県出身。NECソフト株式会
社にて、オープンソースソフト
ウェアのシステム構築やメール

セキュリティの構築に従事。	退職後、フューチャーアーキテ
クト株式会社などを経て、メディアスケッチ株式会社を設立。	
主に、企業に向けた IoT や人工知能などの新技術の導入を手助
けする技術コンサルティング事業を行い、	様々な企業へアドバ
イスやマネジメントの支援を行う。また、自ら現役の技術者で
あり、企業との先進技術を活用した共同研究開発なども行う。	
地方創生のために、全国各地でアドバイザーや講演を行ってお
り、経済産業省の地方版 IoT 推進ラボのメンターとして、福井
県をはじめ、地方自治体に IoT などのアドバイスを行う。

執 筆 者

県内企業の IoT・AI 導入　～乗り遅れ注意！ IoT・AI でビジネスが変わる～

最
後
に

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
始
ま
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
、
５
Ｇ
と
い
っ
た
技
術
は
、
特

に
地
方
に
お
け
る
様
々
な
課
題
を

解
決
す
る
技
術
と
し
て
、
ど
こ
の

自
治
体
で
も
大
き
な
期
待
を
よ
せ

て
お
り
、
県
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
ト
ッ
プ
が
積
極
的
に
動
い
て
成

果
を
競
い
合
う
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
は
自
動

運
転
や
５
Ｇ
が
本
格
的
に
始
ま
る

年
で
も
あ
り
、
特
区
を
ど
こ
に
設

置
す
る
の
か
な
ど
の
決
め
事
も
あ

り
、
今
後
も
様
々
な
レ
ベ
ル
で
自

治
体
間
が
切
磋
琢
磨
し
あ
う
状
況

が
続
く
と
思
い
ま
す
。

　

福
井
に
お
い
て
も
、
地
方
で
の

成
功
事
例
の
先
頭
と
し
て
盛
り

上
げ
て
い
く
た
め
に
、
県
全
体
で

次
世
代
技
術
を
推
進
し
、
問
題
を

解
決
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
眼
鏡
や

繊
維
と
い
っ
た
産
業
を
新
し
い
形

で
盛
り
上
げ
る
と
同
時
に
、
新
た

な
産
業
を
作
り
出
し
て
い
く
事
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

情
報
と
教
育
の
不
足
は
あ
る
と
思

う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
官
民
一
体

と
な
っ
て
地
域
と
し
て
盛
り
上
げ

て
い
く
機
運
を
作
る
事
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

で
、
こ
れ
は
福
井
県
民
に
と
っ
て

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
だ
け
で
十
分
と
は
言
え

ず
、
今
後
も
県
な
ど
が
積
極
的
に

Ｉ
ｏ
Ｔ・Ａ
Ｉ
推
進
を
が
上
手
く
い
か
な
い
４
つ
の
理
由

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
の
推
進
が
で
き
て
な
い
企
業
の
理
由
は
個
々
に
よ
っ
て

様
々
で
す
が
、
多
い
も
の
を
挙
げ
る
と
以
下
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

①  

ト
ッ
プ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
知
識
が
不
足
し
て
い
る

　

 

ま
た
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
大
き
な
誤
解
が
あ
る

②  

Ｉ
Ｔ
が
導
入
で
き
て
い
な
い
の
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
は
導
入
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る

③ 

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
で
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

④  

ど
こ
に
開
発
を
依
頼
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い

　

 

ま
た
は
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
が
高
す
ぎ
る

最
新
技
術
を
学
習
す
る
環
境
を
提

供
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
し
、
私
も
そ
の
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
事
務

作
業
で
す
。
人
工
知
能
を
使
っ
て

も
、
自
動
化
で
き
る
業
務
は
単
純

で
定
型
的
で
あ
る
事
が
自
動
化
可

能
な
条
件
で
す
。
よ
っ
て
、
加
工

や
、
組
み
立
て
な
ど
の
業
務
は
自

動
化
が
難
し
い
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　

企
業
の
経
営
者
は
、
す
ぐ
に
工

場
な
ど
の
手
作
業
に
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
分
析

し
て
み
る
と
実
は
無
駄
は
事
務
作

業
や
、
企
業
間
と
の
発
注
や
伝
票

入
力
に
隠
さ
れ
て
い
る
事
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
工
場

の
中
で
は
な
く
、
企
業
間
の
連
携

に
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
。

　

ま
ず
は
自
社
の
問
題
点
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
を
し
っ
か
り
分
析
し

な
い
と
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
を
導
入
し

よ
う
と
し
て
も
社
内
か
ら
反
対
の

声
が
あ
が
っ
た
り
、
コ
ス
ト
と
見

合
わ
な
く
な
っ
た
り
、
何
の
た
め

に
や
ろ
う
と
し
た
の
か
わ
か
ら
な

く
な
る
と
い
っ
た
状
況
に
陥
り
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
私
の
考
え
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

IoT AI

関心がある
37％

関心がない
23％

どちらかというと
関心がある

40％

現在活用している
8％

活用を検討
している
28％

活用に向けた
準備をしている

5％
活用する

予定はない・
分からない

59％

関心がある
29％

関心がない
29％

どちらかというと
関心がある

42％

現在活用している
0％

活用を検討
している
20％

活用に向けた
準備をしている

6％

活用する
予定はない・
分からない

74％

関
心
度

活
用
状
況



AI

IoT

製造工程の各所で、作業員の見やすい位置に設置された大型ディスプレイ。
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「未来の食文化を豊かにする創造性とサービスの提供」を掲げ、福井・石川・滋賀各県のスー
パーマーケットなどに自社商品を展開する株式会社オーカワパン。同社では今春から、県の
補助金を活用したＡＩ工程管理システムの運用を始め、サービスの質的向上に取り組んでい
ます。導入の背景などについて、製造部部長・システム部部長の森本健嗣氏に尋ねました。

AIによる工程管理支援でサービスの質的向上へ
株式会社オーカワパン

森本	健嗣	氏

株式会社オーカワパン
http://okawapan.co.jp/
所 在 地：坂井市丸岡町猪爪 2-501
代 表 者：大川 恭史 氏
資 本 金：1,200 万円
事業内容：パン類製造、卸販売
従業員数：75 名
電話番号：0776-66-0237

case 1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
経
験

生
か
し
、
複
数
業
者
に
開

発
を
並
行
委
託

　

同
社
で
は
エ
ク
セ
ル
で
作
っ
た

工
程
計
画
表
を
紙
に
出
力
し
、
作

業
時
間
な
ど
の
実
績
を
手
書
き
で

記
入
す
る
と
い
う
フ
ロ
ー
を
長
年

続
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
記

入
漏
れ
な
ど
の
抜
け
が
あ
る
な
ど

業
務
改
善
に
つ
な
げ
る
デ
ー
タ
と

し
て
は
実
効
性
に
乏
し
く
「
ほ
と

ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　

県
の
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
等
導
入

促
進
事
業
補
助
金
」
の
募
集
を

知
っ
た
同
社
で
は
、
生
産
性
向
上

に
つ
な
げ
る
デ
ー
タ
収
集
・
活
用

の
フ
ロ
ー
を
根
本
か
ら
見
直
す
仕

組
み
を
検
討
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
業
務

支
援
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

「
Ａ
Ｉ
等
活
用
先
進
型
モ
デ
ル
枠
」

に
応
募
し
ま
し
た
。

　

先
進
的
な
計
画
が
功
を
奏
し
て

採
択
に
つ
な
が
っ
た
も
の
の
、
年

度
内
の
完
成
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、

森
本
氏
が
前
職
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
時
代
に
培
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
が
生

き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
「
開
発
委
託
を
複
数
社
に
切
り

分
け
る
こ
と
で
、
短
期
間
で
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

般
的
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型

開
発
に
あ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
要
件

定
義
な
ど
を
当
社
側
で
あ
ら
か
じ

め
進
め
、
工
期
圧
縮
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
運
用
で
は
、
各
売
り

場
を
回
る
営
業
担
当
者
が
翌
日
の

販
売
計
画
を
立
て
発
注
デ
ー
タ
を

入
力
。
デ
ー
タ
を
基
に
、
Ａ
Ｉ
工

程
管
理
シ
ス
テ
ム
が
材
料
投
入
量

な
ど
を
算
出
し
て
工
程
計
画
デ
ー

タ
を
出
力
し
ま
す
。
他
方
、
製
造

現
場
で
社
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
入
力
し
た
作
業
実
績
や
、
専

用
機
器
で
収
集
し
た
原
材
料
配
合

量
、
生
地
温
度
、
製
品
の
色
合
い

な
ど
の
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
集
約
。
Ａ
Ｉ
工
程
管
理
シ
ス
テ

ム
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
連
携
さ
せ

業
務
支
援
の
精
度
を
高
め
て
い
ま

す
。

　

定
番
商
品
だ
け
で
も
毎
日
30
種

類
以
上
を
作
り
、
焼
き
立
て
パ
ン

を
県
内
外
約
１
５
０
拠
点
に
１
日

２
回
配
送
す
る
と
い
う
同
社
。
製

造
・
出
荷
に
当
た
っ
て
は
工
程

間
の
連
携
が
鍵
に
な
り
ま
す
が
、

「
製
造
現
場
は
常
に
慌
た
だ
し
い

雰
囲
気
。
シ
ス
テ
ム
導
入
前
は
他

部
署
の
遅
延
の
状
況
な
ど
、
進
捗

の
把
握
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
」。
シ
ス
テ
ム
導
入
に

　

稼
働
開
始
か
ら
約
半
年
。
生
産

数
、
売
上
数
、
残
業
時
間
な
ど

日
々
集
め
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
製

造
時
の
ロ
ス
数
と
本
来
生
産
で
き

る
数
量
と
を
比
較
す
る
「
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
分
析
」
も
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
し
て
い
ま
す
。「
シ
ス
テ

ム
は
あ
く
ま
で
手
段
。
安
定
し
た

品
質
の
商
品
を
常
に
お
届
け
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
る
た
め
の
も
の

で
す
」
と
強
調
。

　

森
本
氏
に
よ
る
と
、
費
用
対
効

果
の
面
か
ら
業
務
シ
ス
テ
ム
導

入
・
刷
新
に
二
の
足
を
踏
む
企
業

も
少
な
く
な
い
と
の
こ
と
。

　

経
営
ト
ッ
プ
が
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関

心
を
寄
せ
る
こ
と
が
業
務
改
善
の

一
つ
の
鍵
に
な
る
と
し
た
上
で
、

「
ま
ず
は
日
常
的
に
使
う
エ
ク
セ

ル
の
関
数
や
Ｖ
Ｂ
Ａ
で
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
を
作
り
、
現
場
の
声
を
基
に

自
動
帳
票
を
作
る
な
ど
し
て
実
際

に
現
場
で
運
用
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。『
こ
れ
以
上
エ
ク
セ
ル

で
回
す
の
は
つ
ら
い
』『
手
作
業

で
の
入
力
は
厳
し
い
』
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
進
め
ら
れ
る
と
、
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
自
動
化
の
要
件
が
ま

と
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら

委
託
業
者
と
協
力
す
る
と
開
発
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の
で
は
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

製
造
・
シ
ス
テ
ム
の
両
部
門
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
現

在
は
勤
務
時
間
の
大
半
を
製
造
現

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
導

入
し
、
進
捗
を
把
握
で
き

る
仕
組
み
も

当
た
り
、
現
場
に
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
も
設
置
し
、
工
程
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
表
示
す
る
こ
と
で
作
業

の
進
捗
状
況
を
一
目
で
把
握
で
き

る
よ
う
に
も
し
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
エ
ク
セ
ル
の
活

用
」
と
シ
ス
テ
ム
導
入
の

一
歩
目
を
助
言

場
で
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
森
本

氏
。「
両
方
の
仕
事
を
並
行
し
て

や
っ
て
い
る
と
、
人
間
の
能
力
の

す
ご
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。
Ｉ

ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
機
械
で

で
き
る
仕
事
と
人
が
す
べ
き
仕
事

と
を
う
ま
く
切
り
分
け
る
と
、
社

員
が
わ
く
わ
く
し
て
取
り
組
め
る

『
人
間
本
来
の
仕
事
』
を
突
き
詰

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

県内企業の IoT・AI 導入　～乗り遅れ注意！ IoT・AI でビジネスが変わる～

人の手による作業が美味しい食感につながるとのこと。

工期圧縮のため、色分けした 4社に開発委託し、計画をやり遂げました。
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県内企業の IoT・AI 導入　～乗り遅れ注意！ IoT・AI でビジネスが変わる～

　

現
在
、
同
社
の
取
引
先
は
約

３
０
０
社
。
現
会
長
の
剛
氏
が
社

長
だ
っ
た
こ
ろ
は
売
上
構
成
比
の

大
半
が
眼
鏡
関
連
で
し
た
が
、
今

で
は
売
り
上
げ
の
約
半
分
が
眼
鏡

以
外
の
案
件
。
め
っ
き
や
塗
装
は

職
人
の
手
作
業
に
よ
る
と
こ
ろ
も

多
く
、
未
経
験
分
野
の
受
注
が
増

え
て
き
た
中
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

則
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
場
面

も
出
て
き
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
表
面
処
理
に
か
か
る

作
業
時
間
の
バ
ラ
ツ
キ
を
把
握

し
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
に
着
手
。
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

と
リ
ー
ダ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
作

業
記
録
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
、
県
の
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
等
導

入
促
進
事
業
補
助
金
」
の
「『
身

の
丈
Ｉ
ｏ
Ｔ
』
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
」

に
応
募
し
ま
し
た
。

　

技
術
面
で
の
支
援
を
行
っ
た
の

は
、
同
市
上
河
端
町
に
あ
る
Ｉ
Ｔ

企
業
の
株
式
会
社
ア
ー
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
。
若
山
氏
は
「
当
社
に
は

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
社
員

も
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣

れ
て
い
な
く
て
も
容
易
に
操
作
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
も
ら

い
、
共
同
事
業
者
と
し
て
申
請
す

　
「
製
造
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い
う
と

一
般
的
に
は
機
器
故
障
の
早
期
発

見
な
ど
に
生
か
す
場
面
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
製
造
業
で

い
ち
ば
ん
高
い
能
力
を
持
つ
の
は

現
場
で
働
く
社
員
。『
お
く
だ
け

ボ
ー
ド
』
の
提
案
か
ら
、
社
員
が

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き

出
せ
る
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
」

と
若
山
氏
。

　

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
基
に
「
よ
り

簡
便
な
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
」

と
、
社
内
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
さ
ら
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
加
え
ま
し
た
。

開
発
に
関
わ
っ
た
の
は
、
社
内
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
開
発
な
ど

を
手
掛
け
る
松
宮
英
樹
氏
。
社
員

名
、
作
業
内
容
、
作
業
伝
票
な
ど

を
単
一
の
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
リ
ー
ダ
ー
で

読
み
取
る
よ
う
に
改
良
し
、
操
作

性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
汎
用
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
リ
ー
ダ
ー
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
、小
型
パ
ソ
コ
ン『
ラ

ズ
ベ
リ
ー
パ
イ
』
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
改
良
を
施
し
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
が
読
み
取
っ
た
デ
ー
タ

を
ラ
ズ
ベ
リ
ー
パ
イ
が
受
け
、
社

内
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
バ
に
Ｗ

ｉ

−

Ｆ
ｉ
経
由
で
転
送
し
て
作
業

case 2

社
員
の
声
を
取
り
入
れ

自
社
に
あ
っ
た
シ
ス
テ
ム
に

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　

補
助
金
を
受
け
て
導
入
し
た
の

は
株
式
会
社
ア
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
『
お
く
だ
け
ボ
ー
ド
』
と

い
う
シ
ス
テ
ム
。
ボ
ー
ド
に
は
、

非
接
触
で
デ
ー
タ
を
読
み
書
き
す

る
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
リ
ー
ダ
ー
を
取
り
付

け
た
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
が
あ
り
、

Ｒ
Ｆ
タ
グ
の
付
い
た
カ
ー
ド
を
抜

き
差
し
す
る
こ
と
で
操
作
を
行
い

ま
す
。
Ｒ
Ｆ
タ
グ
に
は
作
業
者
、

自
身
の
名
前
、
工
程
名
な
ど
が

あ
ら
か
じ
め
記
録
さ
れ
て
お
り
、

リ
ー
ダ
ー
に
つ
な
が
っ
た
パ
ソ
コ

ン
で
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
と
い
う

仕
組
み
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

で
の
管
理
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
簡
単

に
作
業
状
況
を
日
報
に
落
と
し
込

め
る
点
が
評
価
さ
れ
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

　めっき加工、焼付塗装、電着塗装までを社内一貫処理する体制
を整える、鯖江市の株式会社ワカヤマ。同社ではこのほどカード
リーダーによる作業時間計測システムを導入、生産性向上につな
げるためのデータ収集をスタートさせました。「社員が最高のパ
フォーマンスを発揮できるようなＩｏＴを」と話す代表取締役・
若山健太郎氏ほか、
プロジェクトに関
わったみなさんに
話を伺いました。

IoTで作業者のモチベーションをUP
株式会社ワカヤマ

若山	健太郎	氏 松宮	英樹	氏

株式会社ワカヤマ
https://www.wakayamapp.jp/
所 在 地：鯖江市石田下町 43-6-1
代 表 者：若山 健太郎 氏
資 本 金：1,000 万円
事業内容：各種めっきと塗装などの表面処理加工
従業員数：48 名
電話番号：0778-51-9555

Ｐ
Ｃ
操
作
不
要
で
デ
ー
タ

収
集
を
可
能
に
す
る

「
お
く
だ
け
ボ
ー
ド
」

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
企
業
幹
部
や
管
理

部
門
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
社

員
の
働
き
方
を
改
善
で
き
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調

す
る
若
山
氏
。
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え

て
い
る
事
業
者
に
向
け
、
企
業
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ま
ず
取
り
組
む

べ
き
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
と
「
徹

底
し
た
ア
ナ
ロ
グ
化
」
と
い
う
意

外
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
社
内
で
は
、
今
で
も
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

な
ど
ア
ナ
ロ
グ
な
生
産
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
化
を

徹
底
す
る
に
は
仕
組
み
を
シ
ン
プ

ル
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
こ
と

で
本
来
管
理
す
べ
き
項
目
が
何
で

あ
る
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
さ
え
入
れ
れ
ば
、
あ
と

は
ど
う
に
か
し
て
く
れ
る
と
い
う

意
識
で
は
、
効
率
が
上
が
る
ど
こ

ろ
か
下
が
る
要
素
の
方
が
多
い
で

す
」。

　

現
在
、Ｉ
ｏ
Ｔ
の
「
Ｉ
」
を
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
で
は
な
く
、「
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
Ｉ
」
と
捉
え
て

運
用
し
て
い
ま
す
が
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

リ
ー
ダ
ー
や
Ｒ
Ｆ
タ
グ
活
用
の
知

見
を
蓄
積
し
た
後
の
「
横
展
開
」

も
見
据
え
ま
す
。

　
「
い
ず
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
協
力
業
者
さ
ん
と
も

生
産
管
理
の
仕
組
み
を
共
有
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
え
ら
れ
れ

ば
」
と
若
山
氏
。
産
地
全
体
の
生

産
力
を
高
め
る
べ
く
、
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

な
ど
し
て
顧
客
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
げ
た
い
と
大
き
な
プ
ラ
ン
を

描
い
て
い
ま
す
。

記
録
を
日
々
蓄
積
し
て
い
ま
す
」。

大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
使
用
に
よ
り

連
続
２
日
間
の
稼
働
が
可
能
で
、

現
在
「
工
程
内
の
関
所
的
な
箇
所

で
稼
働
中
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
活
用
の
知
見
を

蓄
積
し
、
産
地
全
体
の
生

産
力
向
上
へ

・眼鏡以外にも様々な製品のめっき塗装を手掛ける同社。（写真左）
・	システムの発想の軸となった工程実績収集用RFID ボード「おくだけボード」を持つ㈱アート
テクノロジー中出氏（写真右上の右）。カードの置き外しでリアルタイムに情報を確認できます。
・	作業場入り口にあるホワイトボードで納品から出荷までをアナログ管理。これを IoT に置き換
えることが同社の進める課題です。（写真右下）

汎用品を組み合わせて自社独自にカスタマイズしたRFID リーダーシステム。ピンクの部品（クリアファイ
ルをバラしたもの）の中に見える白いシートがRFタグ。個人や作業のデータが組み込まれています。



外部人材登用による企業研究会推進ラボ

 IoTに
ついて研究

福井県機械工業青年会

福井県農業機械商業協同組合青年部

 研究成果を
フィードバック

eテキスタイル製品開発研究会

福井県眼鏡工業組合

 ウェアラブルに
ついて研究

参画企業

 福井県IoT推進ラボを形成

福井県情報システム工業会

IoT推進ラボ
（メンター） （関連企業）

連携・ビジネスマッチング助言

県内大学
県工業技術センター

事務局（福井県、(公財)ふくい産業支援センター）

助言・連携

県内外IT企業

連携・ビジネスマッチング
 IoT関連システムに

ついて研究

県内企業 順次、希望企
業が参加

３ 福井県ＩｏＴ推進ラボ

平成28年6月に、経済産業省が中心となり、地域におけるIoTプロジェクト創出のための取

組みを選定する「地方版IoT推進ラボ」の募集があり、同年7月、福井県の提案した取り組み

が、「福井県IoT推進ラボ」として認定をされました（全国74地域）

この推進ラボでは、異業種間での情報交換やビジネスマッチングをすすめていきます。

・公式Twitterページによる情報発信

福井県IoT推進ラボの公式Twitterを開設し、福井県の支援策や関連トピックなどを幅広く発信

https://twitter.com/fukui_iotlab

・ビジネスマッチング会の開催

福井県IoT推進ラボ会員を中心に、異業種間のニーズ・シーズを提案するマッチング会を開催

・ラボ会員の随時募集

福井県ホームページにおいて、IoT推進ラボの会員を随時募集

http://www.pref.fukui.jp/doc/sinsan/iot.html

図・福井県IoT推進ラボ 実施体制

-18-
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Information

貴社のIoT化を前進させる！ 福井県の支援策を紹介
　福井県では、平成 28 年度より、様々な事業で県内中小企業の現場における具体的な IoT 導入を支援してお
り、先に紹介した 2 社をはじめ、他の企業のモデルとなるような事例も生まれつつあります。ここでは、巻
頭で紹介した「ふくい AI ビジネス・オープンラボ」以外の支援施策を３つご紹介します。

福井県	産業労働部	新産業創出課　創業・新産業支援グループ
　　　　sinsangyo@pref.fukui.lg.jp　　　　　0776-20-0537お問い合わせ E-mail TEL

セミナー・勉強会・交流会の開催

情報収集・情報発信

メンター派遣

今年 3月には「中小企業のための IoT 導入事例セミナー」を、
5月には「AI	・IoT を活用した新ビジネス創出支援セミナー」
を開催するなど、約 2～ 3カ月に一度のペースでセミナーや
勉強会を開催しています。毎回多くの参加者があり、その後
のビジネスマッチングにもつながっています。

メルマガやラボのサイトの中で、福井県の
取り組みを情報発信しています。また、福
井県 IoT 推進ラボでは全国に先駆けて “ 公
式 Twitter” を開設しており、県内の支援策
や関連トピックなど幅広く発信中です。

企業や地域のプロジェクト等の実現・発展につながるメンター
の派遣をお手伝いしています。昨年は眼鏡の部品メーカーな
ど 12社が参加した受発注の効率化を目指したプロジェクト
に対し、メディアスケッチの伊本隆士氏が講師として派遣さ
れ、IoT の現状を学びました。

主な活動①

主な活動②

主な活動③

福井県の IoT推進体制01
　県では、IT や IoT の活用を検討する県内企業の情報不足や
ビジネスマッチングの機会不足を解消するため、平成 28 年に

「福井県 IoT 推進ラボ」を発足しました。勉強会の開催やニー
ズ・シーズの発掘に対してのメンター派遣、ビジネスマッチングの機会提供等の支援を行っています。

IoT・AI 等導入促進事業補助金02
　県では、県内企業に対し IoT・AI 等導入に要する経費の
一部を助成することにより、生産工程のカイゼンや付加価
値を高める取組みを促進し、企業の生産性向上を図ります。
　本特集 P5,6 の㈱オーカワパン、P7,8 の㈱ワカヤマもこの
補助金を活かし、IoT・AI 化を進めている企業です。

本年度は右記の 3 つの枠で募集をしました。
※本年度の応募は締め切っています

図：福井県 IoT 推進ラボ 実施体制

IoTやウェアラブルについて研究する団体や、福井県情報システム
工業会を中心に、異業種連携・ビジネスマッチングを図ります。

ラボ会員は随時募集中！
福井県 IoT推進ラボ会員　137社（11月 1日現在）

①「身の丈 IoT」チャレンジ枠
比較的安価に導入できる IoT を活用して、生産性向上を図る
モデル的な取組み
（補助率 1/2、補助上限額 1,000 千円）

②「つながる工場・店舗」IoT 活用実証枠
複数の企業が連携して IoT を導入し、相互の生産性を上げる
モデル的な取組み
（補助率 2/3、補助上限額 2,000 ～ 3,000 千円）

③ AI 等活用先進型モデル枠
IoT により収集したデータを用いて、AI やロボットにより新
たな付加価値を生む先進的な取組み
（補助率 1/2、補助上限額 10,000 千円）

IoT プロジェクトチーム派遣事業03
　県では、IoT 等の導入により生産性の向上や競争力の強化を図ろうとする中小企業を支援するため、企業
に「IoT プロジェクトチーム」を派遣し、
各企業の課題に沿った導入方法をアドバ
イスしていく事業を行っています。プロ
ジェクトチームは、福井県情報化支援協
会や県内 IT 企業で構成され、今年度は
製造業 4 社、農業関連企業 1 社、福祉関
連企業 1 社に派遣され、現在進行形で取
り組んでいます。

アジア最大級の IT 技術とエレクトロニクスの国際展示会
「CEATEC JAPAN 2018」に県内企業８社と共同出展しました

　ふくい産業支援センターでは、IoT・AI 技術の活
用を含めた県内 IT 関連産業の技術開発および販路
開拓のためのマッチングを支援するため、千葉県
幕張メッセで平成 30 年 10 月 16 日から 4 日間に
わたり開催された、アジア最大級の規模を誇る IT
技術とエレクトロニクスの国際展示会「CEATEC 
JAPAN 2018」に県内企業８社とともに共同ブース
を出展しました。各社の展示内容と当日の様子、出
展者の声を紹介します。

ふくい産業支援センターでは今後も、こうした展示会・商談会への出展等を通して、県内企業の情報発信、
販路の拡大、マッチングをサポートしていきます。
※次年度の事業は未定。決定次第、随時HPでアップいたします。

●メディアに掲載された
●自社への見学希望が 7 件もあった
●某自治体からのお声がけがあった
●認知度が上がったと思う
●次につながる話があった
●福井県のくくりで目立って良かった
●新規名刺交換は県内活動 1 年分より多いのでは !?
●今後も続けたい

出展企業の声（成果、感想）

〒 918-8231　福井県福井市問屋町 3丁目 111
TEL：0776-25-8488　FAX：0776-25-8499

株式会社永和システムマネジメント
●		G	suite を活用した「HIKKOSHI クラウド」
　	「KAIZENクラウド」
●	アジャイル型受託開発システム

〒916-0016　福井県鯖江市神中町 2丁目 8−15
TEL：0778-51-5080　FAX：0778-52-9351

株式会社シマノ
●		医療用アシストスーツ

〒910-1223　福井県吉田郡永平寺町けやき台 102
TEL：0776-63-3401　FAX：0776-67-7330

グラス IT フィールズ株式会社
●		ビニールハウスの環境制御総合システム
　	「Ho-SaKU（ホーサク）」

〒910-0021　福井県福井市和田東 1丁目 222	SY ビル C
TEL：0776-58-3380

株式会社ナチュラルスタイル
●		IchigoDake スクールシリーズ
　	（学校用プログラミング教材）
●		ミニ四駆画像判定カムロボ

〒910-0842　福井県福井市開発 2丁目 614
TEL：0776-52-2135　FAX：0776-52-2134

株式会社サーフボード
●		新卒採用スマホアプリ「合説GO！」

〒916-0021　福井県鯖江市三六町 1丁目 4-31-2
TEL：0778-52-9337　FAX：0778-53-0046

株式会社ボストンクラブ
●		ウェアラブルデバイスメガネ「neoplug」

〒 910-0347　福井県坂井市丸岡町熊堂 3-1-6-7
TEL：0776-67-6112　FAX：0776-67-6114

株式会社シー・シー・ユー
●	情報連絡サービス「REN楽」
●	現場レポートツール「現場REPO」	他

〒 918-8237　福井県福井市和田東 2丁目 1401
TEL：0776-26-2101　FAX：0776-27-8853

ユニコシステム株式会社
●		工期設定支援システム
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貸
切
り
バ
ス
や
観
光
バ
ス
に
同

乗
し
て
旅
の
案
内
や
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
バ
ス
ガ
イ
ド
。
し
か
し
、
近

年
は
ガ
イ
ド
付
の
旅
行
依
頼
が
減

り
、
そ
れ
に
伴
い
バ
ス
会
社
で
活

躍
す
る
若
手
の
バ
ス
ガ
イ
ド
が
減

少
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
抱

い
た
の
が
、
ガ
イ
ド
の
有
料
職
業

紹
介
『
Ｇ
．Ｃ
．北
陸
観
光
バ
ス
ガ

イ
ド
紹
介
所
』
を
運
営
す
る
増
田

氏
で
し
た
。「
紹
介
所
に
登
録
さ

れ
て
い
る
県
内
の
ガ
イ
ド
さ
ん
は

40
〜
60
代
で
、
こ
の
ま
ま
だ
と
高

年
齢
化
が
進
む
ば
か
り
。
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
、

日
本
独
自
の
文
化
で
あ
る
バ
ス
ガ

イ
ド
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と

責
任
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」
と
語

る
増
田
氏
。
そ
の
思
い
に
賛
同
し

た
の
が
、
バ
ス
ガ
イ
ド
を
す
る
傍

ら
専
門
学
校
の
ト
ラ
ベ
ル
学
科
で

非
常
勤
講
師
を
務
め
る
松
田
氏
で

し
た
。「
専
門
学
校
で
教
え
て
も
、

県
内
に
就
職
の
受
け
皿
が
な
く
、

バ
ス
ガ
イ
ド
に
な
り
た
い
と
い
う

生
徒
は
い
な
か
っ
た
。
で
も
、
本

来
、
福
井
に
来
ら
れ
た
お
客
さ
ま

を
、
福
井
の
ガ
イ
ド
が
福
井
弁
で

案
内
す
る
の
が
大
事
だ
と
思
う
ん

で
す
」
と
熱
を
込
め
ま
す
。

　

当
初
、
増
田
氏
が
携
わ
る
有
料

紹
介
所
を
法
人
化
し
よ
う
と
し
ま

す
が
、立
場
的
に
難
し
い
と
断
念
。

昨
年
11
月
頃
、
新
た
に
ガ
イ
ド
育

県
内
の
若
手
ガ
イ
ド
育
成
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
ベ
テ
ラ
ン
バ
ス
ガ
イ
ド
が
奮
起

　
福
井
県
内
で
若
手
ガ
イ
ド
の
育
成
を
行
う
、
株
式
会
社
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
Ｇ
．Ｃ
．。
今
年
８
月
に
設
立
し
、
若
い
女
性
を
社
員
と
し
て

雇
用
し
、
一
人
前
の
バ
ス
ガ
イ
ド
に
育
て
て
い
ま
す
。
現
在
、
同
社
の
取
り
組
み
に
賛
同
す
る
県
内
お
よ
び
取
引
の
あ
る
石
川
県
の
バ

ス
会
社
18
社
が
、
負
担
の
大
き
い
育
成
費
用
を
育
成
協
力
金
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
バ
ス
ガ
イ
ド
の
存
続
と
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
、
ベ
テ
ラ
ン
バ
ス
ガ
イ
ド
で
あ
り
代
表
取
締
役
を
務
め
る
増
田
と
し
子
氏
と
取
締
役
の
松
田
多
佳
子
氏
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。

バ
ス
ガ
イ
ド
が
高
年
齢
化

若
手
の
育
成
を
模
索
し
て

バ
ス
会
社
の
支
援
を
得
て

ガ
イ
ド
育
成
会
社
を
設
立

株
式
会
社
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
Ｇ
．Ｃ.

今
月
の

ふくい産業支援センターの事業や施
策を活かし、前向きにがんばる県内
企業の取り組みを紹介

10

特 集 連 載 企 画

成
会
社
の
設
立
を
模
索
し
、
取
引

の
あ
る
バ
ス
会
社
に
相
談
に
行
く

と
、
若
手
ガ
イ
ド
を
育
て
る
事
業

を
好
意
的
に
受
け
と
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
ふ
く
い
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
新
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
津
田
均
氏
を
紹
介
さ
れ
た
と

い
い
ま
す
。

　

バ
ス
ガ
イ
ド
の
育
成
は
、
先
輩

ガ
イ
ド
に
つ
い
て
乗
車
す
る
ま
で

　
「
当
時
は
、
40
歳
の
私
が
県
内

で
一
番
若
手
の
バ
ス
ガ
イ
ド
で
し

た
。
津
田
先
生
に
お
会
い
し
た
と

き
、『
私
た
ち
に
は
お
金
は
な
い

け
ど
、
若
手
の
ガ
イ
ド
を
育
て
て

い
か
な
い
と
、
県
内
の
バ
ス
ガ
イ

ド
は
消
え
て
し
ま
い
ま
す
』
と
お

２
人
で
役
割
を
分
担
し
て

新
人
バ
ス
ガ
イ
ド
を
育
成

約
１
ヶ
月
、
一
人
前
に
な
る
ま
で

約
３
年
か
か
り
ま
す
。
社
内
の
役

割
分
担
と
し
て
は
、
増
田
氏
が
バ

ス
会
社
へ
の
協
力
要
請
や
営
業
、

ガ
イ
ド
の
配
車
な
ど
を
、
松
田
氏

が
新
人
の
教
育
を
主
に
担
当
す
る

こ
と
に
。
若
手
の
新
人
ガ
イ
ド
育

成
は
来
年
４
月
の
開
始
予
定
で
し

た
が
、
う
れ
し
い
誤
算
が
起
き
ま

す
。

　

設
立
か
ら
約
1
ヶ
月
後
、
同
社

設
立
の
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
21
歳

の
山
品
百
恵
氏
か
ら
入
社
希
望
の

電
話
が
入
り
、
急
き
ょ
10
月
か
ら

育
成
を
始
め
る
こ
と
に
。
発
声
や

マ
イ
ク
の
使
い
方
、
観
光
地
の
知

識
を
深
め
る
教
本
の
読
み
合
わ
せ

や
誘
導
の
仕
方
な
ど
の
指
導
を
受

け
、
山
品
氏
は
、
先
輩
ガ
イ
ド
の

案
内
の
仕
事
に
同
乗
し
て
勉
強
を

株式会社プロデュースＧ . Ｃ .
所 在 地：福井市中野 2 丁目 1501-3
代 表 者：増田 とし子 氏
事業内容： バスガイドの育成、バスガイド業務
従業員数：1 名
電話番号：0776-38-5020
Facebook ページあり

山品	百恵	氏松田	多佳子	氏増田	とし子	氏

Hot Company

す
る
横
乗
り
乗
務
を
果
た
し
ま
し

た
。「
先
輩
方
は
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー

が
豊
富
で
、
私
に
で
き
る
の
か
最

初
は
不
安
で
し
た
。
で
も
、
乗
車

し
た
と
き
、
最
後
に
お
客
さ
ま
か

ら
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
わ
れ
た

の
が
う
れ
し
く
て
。
あ
ぁ
、
こ
の

仕
事
を
絶
や
し
た
ら
あ
か
ん
な
っ

て
使
命
感
を
感
じ
ま
し
た
」
と
語

る
山
品
氏
。
今
後
は
観
光
知
識
を

生
か
し
、
福
井
県
の
誘
客
の
お
手

伝
い
に
か
か
わ
る
仕
事
や
、「
声

を
出
す
」業
務
の
特
長
を
活
か
し
、

イ
ベ
ン
ト
の
司
会
や
セ
ミ
ナ
ー
講

師
な
ど
も
務
め
ら
れ
る
よ
う
指
導

し
、
ガ
イ
ド
の
仕
事
が
集
中
す
る

春
秋
以
外
の
収
入
確
保
に
つ
な
げ

話
し
た
ん
で
す
」
と
振
り
返
る
松

田
氏
。
育
成
会
社
の
立
ち
上
げ
の

資
金
や
運
営
に
つ
い
て
、
津
田
氏

へ
の
相
談
は
10
回
以
上
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
指
導
に
そ
っ
て
知
見
を

深
め
て
い
く
な
か
で
、
育
成
に
か

か
る
資
金
面
は
、
県
内
の
バ
ス
会

増田氏、松田氏が書き留めたガイドメモ、コースごとにびっしりと。

る
予
定
で
す
。

　

60
代
の
増
田

氏
、
40
代
の
松

田
氏
、
そ
し

て
20
代
の
山

品
氏
が
世
代
を

超
え
て
力
を

合
わ
せ
、
県
内

バ
ス
ガ
イ
ド
の

存
続
を
目
指
し

て
動
き
出
し
た

同
社
。「
北
陸

新
幹
線
延
伸
ま

で
に
、
20
代
の

ガ
イ
ド
を
５
人

確
保
す
る
の
が

目
標
。
ス
ポ
ン

この事業を活かしました

総合相談窓口
　（公財）ふくい産業支援センターでは、皆様の抱える様々な経営課
題にお応えする総合相談窓口を開設しています。総合相談窓口では、
創業や企業活動を進める際のお悩みに対して、中小企業診断士等の資
格をもつ専門家がセンター職員と連携し、皆様と一緒になって課題解
決に取り組みます。

◆		経営支援のプロである中小企業診断士の資格を持つコーディネー
ターが、経営課題や事業計画に関して無料でアドバイスします。

◆		行きつ戻りつブラッシュアップすることにより、事業計画の完成度
が上がります。

◆			継続的に活用することで、一過性のアドバイスにとどまらず、課題
の解決につなげます。

◆		「経営革新計画」や「各種補助金の申請」に伴う事業計画の作成に
ついても、手厚い支援を行っています。

お問い合わせ
ふるさと産業支援部 総合相談・コンサルグループ
TEL:0776-67-7400(代表)　FAX:0776-67-7429

社
を
中
心
に
厳
し
い
現
状
を
説
明

し
な
が
ら
育
成
協
力
金
へ
の
賛
同

を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。「
津
田
先
生
は
毎
回

目
標
を
設
定
し
、
私
た
ち
の
行
動

を
促
し
て
く
れ
ま
し
た
」、「
お
互

い
の
意
見
が
衝
突
す
る
と
き
も
、

『
そ
れ
で
も
方
向
性
は
同
じ
だ
ね
』

と
心
の
ケ
ア
も
一
緒
に
し
て
く
れ

た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
」
と

頷
き
あ
い
ま
す
。

　

そ
う
し
て
今
年
８
月
１
日
、
取

引
の
あ
る
バ
ス
会
社
か
ら
支
援
を

得
て
、
同
社
を
設
立
。「
な
に
も

で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
。
本
当
に
こ
こ
ま
で
く
る
と
は

思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、

感
慨
深
く
語
る
２
人
。
ま
だ
協
力

を
得
ら
れ
て
い
な
い
石
川
県
の
バ

ス
会
社
や
県
内
の
中
小
バ
ス
会
社

に
も
、「
今
の
危
機
感
を
共
有
し

て
ほ
し
い
。
１
社
で
多
額
の
費
用

を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な

で
分
散
す
れ
ば
負
担
も
軽
く
、
将

来
的
に
バ
ス
ガ
イ
ド
を
確
保
で
き

る
。
業
界
全
体
の
こ
と
を
考
え
、

ご
協
力
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
訴
え
ま
す
。

サ
ー
も
ガ
イ
ド
希
望
の
女
性
も
募

集
中
で
す
」
と
お
揃
い
の
笑
顔
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。新人山品氏にバスの後退補助のやり方を指導する松田氏。 事業確立への相談に乗る津田均氏。
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市場調査からマーケティング支援までを一気
通貫で提供
　今年１月から福井県産業情報センターのインキュ
ベートルーム（創業者支援オフィス）に入居した同社
は、主に県内中小企業に対して、市場調査からサイト
制作、開店後のマーケティング支援まで、ネット通販
で売上げを伸ばすために必要なサービスを一気通貫に
提供しています。
　クライアントには、昨年県内 10 年ぶりの株式上場
を果たしたユニフォームネクスト㈱や「おしゃれの学
校」などユニークな事業展開で業績を伸ばしているア
パレル通販の㈱ドラフトがあり、その評判はクチコミ
でも広がっています。「仕事を受ける前に、有料には
なるのですが必ず市場調査・戦略設計を行っています。
ですので、仕事を引き受けた全ての会社で成果を出し
ています」と話す石塚社長。
県内中小企業の参謀として活躍を
　石塚社長は、大学卒業後しばらくプログラマーとし

て活動した後、独立。今のビジネスに飛び込みました。
「その時は、とあるネット通販会社の事務所の一角を
間借りする形で使っていました。その会社は３人で構
成していたんですが、ひとりひとりが独立して活動し
ていたので、全員が社長みたいな感じでした」。現在
人気ユーチューバーとして全国的な人気を得ているカ
ズさん（カズチャンネル）も在籍していたそうです。
　自然体で自主的な社風で若い人材が働きやすい雰囲
気の同社。きっと当時の雰囲気が引き継がれているの
でしょう。今後も、県内中小企業の “ 参謀 ” として、
福井を元気にするためのさらなる活躍が期待されてい
ます。

Instance

08
市場調査から運営サポートまで
県内企業のネット通販売上げアップの参謀に

（公財）ふくい産業支援センターでは『ふくい創業者育成プロジェクト』を通し、県内の創業者をさまざまな角度からサポートしています。
ここでは、創業者や若手経営者の新しい視点を活かしたユニークな事業や立ち上げまでの道のりをご紹介します。

創業者・若手経営者の挑戦  Start a New Project

㈱ピュアプラス
代表　石塚 由樹さん

https://pureplus.biz/
所在地：	坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16	

福井県産業情報センター６Ｆ
ＴＥＬ：090-5681-3360
E-mail：info@pureplus.biz

丹南エリア唯一の脚専門サロンをオープン
　若林さんは 2018 年 3 月に脚専門サロンを自宅の一
室にオープン。足裏ツボだけでなく、ふくらはぎ、太
もも、足の前面背面まで下半身全部をほぐすのが特徴
です。
　３人の男の子のママでもある若林さん。「お母さん
が笑っていないと 家族も元気がなくなってしまう。
施術を通じて女性の心に花を咲かせたい。」という思
いを込めて、「心花（このは）」という屋号をつけまし
た。「うちのサロンに来られたお客さまは、とにかく
笑って帰りますね。」と話します。
起業半年で月収が 2 ～ 3 倍に
　若林さんは、前職ではネット通販会社のパート社員
として勤務していましたが、収入をアップさせたいと

考えて起業を決断しました。「会社を辞めて固定収入
も無くなり、不安はもちろんありましたが、とにかく
やってみようという思いの方が強かったです。」と当
時を振り返ります。
　リピーターからの口コミでお客さんを呼び、オープ
ン後半年でパート勤め時代の 2 ～ 3 倍の月収になりま
した。「家族の協力もあって、子育てとの両立もうま
くいってます。実労働時間もパート時よりも減り、起
業してよかったと満足しています。」と笑顔で話しま
す。
たくさんの女性の心に花を
　いつかはサロン用の店舗を構えたいと夢を描く若林
さん。これからも脚もみを通じてたくさんの女性の心
に花を咲かせていくのではないでしょうか。

Instance

07
脚もみを通じて、心と体に元気を！
心身ともにホッとできる脚専門サロンをオープン

足つぼ療術院　心花（このは）
代表　若林 みゆきさん

https://www.facebook.com/ashitubo.konoha/
所在地：鯖江市田村町4-31-7
ＴＥＬ：090-9766-2171
E-mail：wakawakami@me.com

日本で最大級の公的研究機関である「国立研究開発法人産業技術総合研究所」
（通称	産総研）は、日本の産業や社会に役立つ技術の創出とその実用化や、
革新的な技術シーズの事業化に向けた取り組みを行う中核的な機関です。こ
のコーナーでは毎回、福井県の企業や研究者が関わる研究開発について、研
究者の方々からご紹介いただきます。

ChEM-OILの紹介 －新しいエネルギー化学材料の開発を目指して－

産業技術総合研究所　産総研・京大エネルギー化学材料
オープンイノベーションラボラトリ（ChEM-OIL）　 　

副ラボ長　山田 理 氏

ChEM-OIL とは
　産総研・京大 エネルギー化学材料オープンイノベーションラ
ボラトリ (ChEM-OIL) は、経済産業省の進めるオープンイノベー
ションアリーナ構想を背景に、大学のキャンパス内に設置する
産総研の産学官連携研究拠点のひとつとして 2017 年４月１日
に京都大学との共同で京都大学吉田キャンパス内に設置されま
した。
　化学エネルギーと電気エネルギーの常温・常圧での相互変換
やエネルギー貯蔵が可能な電気化学デバイスは、社会の低炭素
化に大きく貢献することが期待されていますが、近年、エネル
ギーデバイスに対する要求性能が急速に高まり、理論限界に迫
る性能を出すことが不可避となりつつあります。このためには、
電子・イオン伝導性、触媒活性、耐食性などを高度に確保しな
がら、機能界面としてのサブナノ空間を理想に近い形で設計・
構築することが不可欠となってまいります。
　京都大学がもつ世界トップレベルの多孔性金属配位高分子、溶融塩やナノ触媒などのサブナノ材料に関する研究
実績と、産総研がもつ機能界面構築や電気化学デバイス化技術を融合させ、従来にないエネルギー変換、エネルギー
貯蔵技術の開発を目指し、かつ「橋渡し」につながる目的基礎研究を強化し、革新的エネルギー化学材料技術の実
用化のために必要な基盤技術・材料から、電解質材料、触媒材料・電極設計及びデバイス化技術に至る一貫した基礎・
応用研究を推進しております。

ふるさとサポーター（※）として福井県のために
　小浜市で生まれ、高校卒業まで同市で過ごし、産総研が所員から募集する「ふるさとサポーター」に福井県のサポー
ターとして採用されました。産総研を定年退職後、2017年度より開設と同時にChEM-OILに勤務。今は京大吉田キャ
ンパスの構内にあるオフィスに、小浜市の実家から通勤しています。
　ChEM-OIL は産総研福井サイトと同じ関西センターに所属することや、退職前、福島県ハイテクプラザに２年間
出向していた関係で、福井県工業技術センターをはじめ県内企業の皆様とは近さを感じています。産総研での経験
に加え、ChEM-OIL の成果普及なども織り込んで、ふるさと福井県のサポーターとして頑張りたいと思います。ど
うぞ、よろしくお願い致します。
※産総研ふるさとサポーター
　産総研が、ゆかりのある都道府県への貢献意欲を持つ産総研職員を紹介する取り組み。
　講演会や展示会での講演・出展、小中高校への出前授業、科学系イベントへの協力等の依頼に応える。

お問い合わせ 産総研 福井サイト
福井県工業技術センター　管理棟２階　　TEL: 0776-55-0152

14
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　ロボット導入の有無を問わず受講できますので、新規に
導入を始めようとしている、あるいはロボットの販売を業
としている方も受講可能です。なお、受講される皆様のロ
ボットに関する課題や悩み、疑問点について対応させてい
ただくため、受講前に実施するアンケートにご協力くださ
い。これらの情報を講師と共有し、研修に反映いたします。

　福井県が県内企業のロボット導入の促進を目的に、今
年 3月、県工業技術センターに設置した「ふくいロボット
テクニカルセンター」（愛称：ふくいロボット道場）には、
多軸アーム型ロボット、協働ロボット、双腕ロボット等の
様々なロボットが整備されています。研修では、これらの
デモ操作を実際に見学することで、ロボットの動きや効果
等について理解を深めます。

　研修では、ロボット導入による成功事例を多く取り上げ、
誰でも分かりやすくロボット導入の考え方や効果を学びま
す。導入効果としては様々な事例が挙げられており、例え
ば、経済産業省と（一社）日本ロボット工業会が出版して

いる「事例紹介ハンドブック」では豊
富な事例を紹介していますので、ご参
考ください。

　ロボットを導入するにはロボット本体以外にも沢山の周
辺機器が必要となります。自動化の規模を考える際に、必
要な機器は導入コストに直結するため、運用を始め最初に
考慮すべき項目となります。演習では人手による作業をロ
ボットを使用し自動化するシミュレーションを行い導入企
業にあった自動化の考え方を学ぶことが可能です。

「ふくいロボット道場」での見学
導入に必要な機器とコストをシミュレーション

研修の特長

【お問い合わせ先】
人材育成部（中小企業産業大学校）
TEL：0776-41-3775　E-mail：manabi@fisc.jp

中産大 検	索

お申込みはホームページから

第４回 今回ご紹介する研修

株式会社バイナス　常務取締役　永井	伸幸	氏
動画などを交えより具体的なロボットの使用方法をお教えできれ
ばと考えております。
積極的な発言や質問をお待ちしております。

日　時

対象者

会　場

受講料

講　師

平成30年12月13日（木） 9：30～16：30

生産技術部門および生産管理部門の担当者

福井県工業技術センター（福井市川合鷲塚町字北稲田61-10）

15,000円 （消費税込）

株式会社バイナス　常務取締役　永井 伸幸 氏
福井県工業技術センター　研究員

産業用ロボットを
活用した生産性向上セミナー 募集中！

講師からのメッセージ　

中産大通信
今求められる人材育成

中産大（中小企業産業大学校）が近々実施する研修を
ピックアップし、ビジネスの普遍的な原理原則にトレ
ンドを交えながら内容を紹介します。

「ふくいロボット道場」で身の丈に
合ったロボット導入の考え方を学ぶ
　喫緊に迫った労働人口の減少を背景に、産業用ロボット
の導入が重要視されてきています。現在、種々のロボット
が用途別に開発され、高性能化、低価格化も進んでいます
が、中小企業にとってロボット導入は、未だハードルが高
いと思われがちで、普及が進まないのが実態です。
　本研修では、中小企業の実情に即したロボット導入の基
本的な考え方を学ぶとともに、実際にロボット操作を見学
することで、理解を深めます。

● 仕事はあるが人が足りない、どうしよう？
● 人の作業負担を減らすにはどうしたらよいの？
● うちの工場はロボットなんて無理かもしれない？
● こんなこと、ロボットでできるの？
● 予算に見合ったロボット導入の進め方は？
● ロボットを導入したのに効果が表れない理由は？
● ボトルネックの工程へロボットを導入する際の注意点は？

こんなお悩みの方必見

事例から学ぶ中小企業のロボット導入の効果どなたでも参加できます

◀ロボット導入実証事業
　事例紹介ハンドブック 2018

http://robo-navi.com/webroot/
doc_download.html

ダウンロード可能
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常山酒造合資会社

仕込み蔵をリニューアル『五感で感じる酒蔵』
　1804年（文化元年）創業。福井市内で最も古い歴史をもつ酒蔵である同社は、昨年、
約70年ぶりに仕込み蔵のリニューアルに取り組みました。それまで物置となってい
た蔵の 2階を改装し約 120 畳の多目的スペースに。10ｍを超すケヤキの梁などの
構造はそのままに、壁を漆喰、床を杉板で仕上げ、落ち着いた中にも洗練された雰
囲気です。「仕込みの時期には 1階の樽から醸造の良い香りが立ち上ってくる、酒造
りを五感で感じられるスペシャルな空間です。大切なお客様を迎える場所にしたい」
と語る代表の常山由起子氏。生まれ変わった空間は、試飲会や商談、音楽イベント、
異業種交流などに活用されています。
　リニューアルされた酒蔵のお披露目会には、特約の酒販店や飲食関係者ら約 40名
が参加。お酒はもちろんのこと、食べ物や器、音楽に至るまで、提供するもの全て
にこだわり、「常山酒造の想いを伝えよう」と社員全員で準備に取り組んだそう。「気
持ちも一新、今後に向けた覚悟ができました」と当時の心境を振り返ります。県外
の酒造メーカーから戻られたご子息で製造責任者の晋平氏と、ご息女で営業・広報
を担当する恵利子氏。後継ぎにも恵まれ、家族一丸、次の 100年に向けて新たな一
歩を踏み出しました。
活用事業：ふくいの老舗企業チャレンジ応援事業

常山酒造合資会社
http://www.jozan.co.jp/
福井市御幸 1 丁目 19-10
T E L：0776-22-1541

経営者・創業者にオススメ！
総合相談窓口にて、経営に役立つ
ミニセミナーを開催します。

　（公財）ふくい産業支援センターでは、経営者・創業者の方に向けて、ミニセミナーを開催します。
　セミナーは、基本マンツーマンで行うだけでなく、終了後は個社別のご相談もお受けいたします。
　また、後日のご予約をいただくことで、自社向けに納得するものが完成するまで何度でも継続してご利用い
ただけます。まずはお気軽に「総合相談窓口」までご連絡ください。

■こんな経営者の方におすすめ
　● 値決めの基礎知識を学びたい
　● 自社の現状を見つめ直し、今後の値決め戦略を策定したい
■メニュー
　● さまざまな価格決定手法の解説
　● マーケティングの4Pを用いたワーク
■担当講師：松田 博史（まつた・ひろし）（中小企業診断士）
■セミナー実施日：
　平成30年11月28日(水)、12月19日(水)
　［午前の部］ 9:00～10:30、10:30～12:00、
　［午後の部］ 13:00～14:30、14:30～16:00

お問い合わせ
毎週月曜～金曜（休日・祭日を除く） ［嶺北］9:00～17:00  ［嶺南］9:00～12:00
TEL:0776-67-7400 FAX:0776-67-7429 E-mail:soudan-g@fisc.jp
URL: http://www.fisc.jp/consult/sougo/ 
※上記URLから専門家プロフィールや当番日・予約状況が確認できます。まずはお気軽にご連絡ください。

総合相談窓口 ［相談無料・事前予約制］

受 講
無 料

儲かる値決めの基本セミナー1

■こんな経営者の方におすすめ
　● 毎月の現金収支が把握できていない
　● 金融機関などから資金繰り表の提出を求められたが、作成方法がわからない
　● わかりやすい資金繰り表を作成したい
■メニュー
　● 資金繰り表の必要性について
　● MS-Excelを使った資金繰り表の作成
■担当講師：佐々木 孝美（ささき・たかみ）（中小企業診断士）
■セミナー実施日：
　平成30年12月10日(月)
　［午前の部］ 9:00～10:30、10:30～12:00、［午後の部］ 13:00～14:30、14:30～16:00

資金繰り表作成ミニセミナー2
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INFORMATION
福井県信用保証協会と
包括連携協定書を締結しました
～相談事業や広報活動等で連携・協働～
　このたび（公財）ふくい産業支援センターは、福井県信用保証協会
との間で「業務提携・協力に関する包括連携協定書」を締結しました。
　この協定は、当センターと福井県信用保証協会が相互に連携・協働
することにより、企業経営のさまざまな経営課題に対し適切に支援を
行うことで、経済の活性化につなげることを目的としています。
　具体的には、中小企業者や創業者の皆様からのご相談の内容に応じ
て、両機関が実施している事業のなかから関連するものをご紹介する
ほか、セミナーや相談会などの共催、広報活動の協力などを予定して
います。

福　井　県

ふるさと納税を活用したクラウドファンディングに
ご支援をお願いします！

今年度、福井県は「ふるさと納税による新事業創出支援事業」を開始しました。
プロジェクトの主体となるのは自治体ではなく県内事業者であり、どのプロジェクトも福井を盛り上げた
いという想いの詰まったものばかりです。分野も新商品開発や販路開拓など多岐に渡ります。
本事業は、ふるさと納税を活用して寄付を募集するため、寄付をされる方は実質負担 2,000 円でプロジェ
クトを応援することができます。
また本事業は、地元の金融機関（福井銀行）・報道（福井新聞社）と連携してプロジェクトの実現を目指
す全国初の取組みです。
皆さまからの応援をお願いします。

2018/9/6

1

ふるさと納税による新事業創出支援

寄付者 事業者

福井県

福井新聞社 福井銀行

連 携
ＰＲ サポート

応援したい
事業者（事業）
を選んで寄付

ふるさと納税
を財源に助成

新聞やＷＥＢサイトで
事業を紹介ＰＲ

事業者への経営サポート
資金調達の支援

新規事業を提案
⇒県が認定

事 業 内 容 寄付目標額 事 業 内 容 寄付目標額

越前焼薄作りと越前漆器の技
術を用いた腕時計の開発

1,000千円
県内クリエーターによる映画
製作およびシネマコンサート
の開催

800千円

福井の伝統食文化「油揚げ」
の海外販路展開

1,000千円
地元素材にこだわった手作り
おはぎの製造・販売

700千円

福井県産米１００％の
「フォー」用生麺の開発

1,000千円
着脱が容易なリングファス
ナー付ワイシャツの販路開拓

600千円

養殖アラレガコを使用した出
汁醤油の開発

800千円
全国のものづくり関係者が集
う祭典「ローカリズムＥＸＰ
Ｏ」の開催

1,000千円

福井のアートシーンを
活性化し、全国や世界に
向けて作品を発信！

小鶴	乃哩子
（アートメイドインフクイ実行委員会）

　

オリジナル T シャツ等
（寄付額：1万円）

　
　　　　80 万円

福井の伝統工芸品「越前焼
薄作り」で時計をつくる！

大瀧	和憲
（越前焼工業協同組合）

　

越前焼薄作り極盃「匠」
（寄付額：1万円）

　
　　　　100 万円

指一本で着ることができ
る「ふく楽ワイシャツ」
をひろめたい

前田	まゆみ
（フクラン・ラボ）

　

ふく楽ワイシャツ
（寄付額：1万 2千円）

　
　　　　60 万円

福井の食文化を次世代
に。アラレガコの出汁醤
油を開発！

小林	博之
（株式会社コリンズカンパニー）

　

焼きアラレガコ出汁醤油
（寄付額：1万円）

　
　　　　80 万円

11/30
まで

11/30
まで

11/30
まで

11/30
まで

リターン例 リターン例 リターン例 リターン例

目標金額 目標金額 目標金額 目標金額

寄付募集中のプロジェクト

詳細は、寄付募集サイト 　　　　　　　　　（https://readyfor.jp/pp/furusato_fukui）をご覧ください。

お問い合わせ 福井県総合政策部ふるさと県民局地域交流推進課
TEL:0776-20-0665　FAX：0776-20-0644

お問い合わせ ふるさと産業支援部
TEL:0776-67-7420　FAX:0776-67-7429　Ｅ -mail:furusato@fisc.jp

連携する
相手機関

福井県信用保証協会
福井市西木田 2丁目 8番 1号　福井商工会議所ビル内
理事長　田端	浩之氏
※福井県信用保証協会は、中小企業等の資金調達を支援する公的な保証機関です。

連携する
事　項

①中小企業等からの創業、売上拡大、事業承継等の様々な経営相談に関する対応
②中小企業や小規模事業者からの依頼に基づく経営課題解決のための連携
③地域における経営動向や相互の事業等に関する情報交換
④講演会やセミナー、相談会、広報等の各種事業の共催
⑤その他、中小企業や小規模事業者支援に寄与するもの

協定書締結日
平成30年11月13日

中小企業者・創業（予定）者の皆様

福井県信用保証協会 (公財） ふくい産業支援センター

相談窓口等
のご利用

相談窓口等
のご利用

支援センターの
事業をご紹介

（内容に応じて）

● セミナー等を共催します
● 協力して広報を行います

信用保証協会の
事業をご紹介

（内容に応じて）
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編集後記

　IoT・AI の導入を検討する企業様に向
けた今回の特集はいかがでしたでしょ
うか。AI や IoT というと、「大規模に
社内のシステムを変えなければ」と身
構えてしまいがちです。
　しかし、エクセルでシステムのプロ
トタイプを作り、現場の声を元に自動
化していった㈱オーカワパンや、徹底
してアナログ化した考えを IoT に落と
し込み、社員の負担にならないよう簡
単な操作を目指した㈱ワカヤマ、といっ
たように、お話しを伺った２社は自社
の現状を現場レベルでしっかりと捉え
た上で、できる範囲からシステムの開
発・導入に取りかかっていたことが印
象的でした。「全体ではなく、必要に応
じて必要なものだけ」、「自社の問題点
をしっかり分析」。伊本貴士氏が伝えた
かった IoT・AI 活用のポイントにも見
事に合致していますね。
　さて、冒頭でもご紹介のとおり、当
支援センターの入る福井県産業情報セ
ンターの 1階に「ふくいAI ビジネス・
オープンラボ」がオープンしました。
展示スペースでは、貴社の IoT・AI 化
へのヒントとなるシステムに実際に触
れていただけるほか、今後、勉強会等
も随時開催してまいります。相談はも
ちろん無料！読者の皆様にもぜひ一度、
足をお運びいただきたいと思います。

皆
様
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
!!

「○○が面白かった、ためになっ
た」、「△△をもう少し□□にしたら
どうか」、「●●のテーマについて
紹介して欲しい」、「▲▲会社がやっ
ている■■について取り上げて欲
しい」など、本誌を読んだ感想や、
要望など、皆様のご意見をお待ち
しております。

本誌「F-ACT（ファクト）」を活用して会社をPRしよう！

企業情報メール便
販路拡大のチャンス！
本誌にチラシを同封できます

本誌では、企業情報メール便（チラシ同封サー
ビス）を毎号実施いたします。配送先は、県内
事業所約 1,700 社です。この機会に、貴社の商
品・サービスを幅広く紹介しませんか？

●次回実施号
VOL.34　1月25日発行予定
チラシ提出締切日：1月18日（金）
チラシ：1,700 部をご提出

（持参または配送）ください。

●料金
同封するチラシ・パンフレットのサイズ 料金（税込）

A4判以下のチラシ 6,480円
A4判超～A3判以下のチラシ

（二つ折にしてA4判以下のサイズにすること）
9,720円

A4判以下のパンフレット（10ページ程度まで） 12,960円
※チラシ・パンフレット 1種類当たり 1回分の同封料金です。

ご利用を検討の方は、事前に、電話または電子メールにてご連絡ください。
1 号につき約 10 社まで受け付けます。
なお、申込状況および掲載内容によりお断りする場合があります。

お問い合わせ先 （公財）ふくい産業支援センター　総務部　F-ACT 編集室
TEL：0776-67-7414　E-mail：kouhou-g@fisc.jp

本誌に関するお問い合わせは

http://www.fisc.jp/

総務部　TEL：0776-67-7414／FAX：0776-67-7419／E-mail：kouhou-g@fisc.jp
〒910-0296	福井県坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1-16	（福井県産業情報センタービル内）

新聞記事から集めた

県内企業の
新商品・新規事業

■収集期間：平成 30 年 9 月 1 日～ 30 年 10 月 31 日
■収集対象：福井新聞、日刊県民福井、日本経済新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞

当支援センターが収集している新聞記事の中から、県内企業の新商品・新規事業に関する記事をピックアップしました。

【食料品・飲料】
県内外の若者が福井市内のパートナー企業と事業創出を目指す市の実践講座「Ｘスクール」の受講者チームが同社と連携し、福井の民話
を絵巻物にして味噌を包装した「福井絵巻味噌」を商品化し、販売した。

米五（福井市）

水産加工販売の同社は、地元で取れた越前がれいを生のままたれに漬け込んだ「越前漁師かれい漬け」を発売した。鮮度が落ちやすく、
生食はあまりされていないが、独自の加工技術で鮮度と味をキープした。

福丸ごじょーもん（越前町）

【繊維／衣服】
織ネーム製造の同社は、幕末や明治期の福井の先人を越前織で表現した文庫本用ブックカバー「織布書皮」を商品化した。松平春嶽、橋
本左内、由利公正を緻密な織物技術でデザインしている。

柳澤ウーベンラベル
（坂井市）

県工業技術センターと民間２社が本年度から、自動車ボディー用炭素繊維シートの量産化に向けた共同研究を始める。19 年度には製造
装置を開発し、20 年度には量産体制を確立させる予定で、自動車分野への展開を目指す。

県工業技術センター
セーレン（福井市）
DIC（東京都）

ニット生地製造の同社は、編み物の技術で造った繊維製の吸音材を開発した。低音域と高音域に対応する２種類の生地を重ね、日常会話
程度なら大半を吸収する。オフィス向けの吸音壁を皮切りに幅広く用途開発を進める。

福井経編興業（福井市）

衣類の企画開発の同社は、高齢者や障害のある人が指１本で簡単に着たり脱いだりできるワイシャツ「ふく楽ワイシャツ」を開発した。
フロント部分と袖にリング付きのファスナーを取り付け、ボタンを留める必要がないアイデア商品。

フクラン・ラボ（福井市）

【眼鏡】
眼鏡枠製造の同社は、ヘッドフォン着用を前提とした眼鏡フレームを発売する。ゲーム対戦競技「e スポーツ」市場の拡大を見込み、テ
ンプル（つる）が可動式で長時間着用してもこめかみに負担がかからない。

カズプランニング（福井市）

【金属・機械】
機械製造の同社は、マシニングセンターの新機種を発売した。導入モデルの最大機種で複数の金属を連続して加工できる機能を追加し、
IoT にも対応した。ロボットアームや大型の金属加工の需要を見込んでいる。

松浦機械製作所（福井市）

高級食材として使われる野菜のシーアスパラガスを通年栽培できるシステムを野菜の品種改良などを手掛ける同社と若狭エネルギー研究
センターが共同開発した。東京の展示会に出展し、来場者の関心を集めた。

福井シード（福井市）

工作機械製造の同社は、パソコンなどで機械の稼働状況を把握したり遠隔操作したりするシステム「TRACS( トラックス )」を開発した。
同社製品のオプションとして販売。生産性向上などにつなげてもらう。

武田機械（福井市）

【伝統工芸】
金属加工メーカーの同社は、ナイフや包丁などを半製品化する事業を展開する。完成度を高めて最終品メーカーへ納入することで取引先
の省力化を支援し、後継者難や人材不足に悩む各地の金属加工業界の存続に寄与する。

武生特殊鋼材（越前市）

【その他の製造業】
ホームシアター用の映写スクリーン製造の同社は、鏡を使った掛け時計を開発した。合わせ鏡と発光ダイオード（ＬＥＤ）ライトを組み
合わせ、光のトンネルが続くように見える。カフェやバーなどのインテリアとしての需要を見込む

シアターハウス（福井市）

瓦製造の同社は、越前瓦の製造技術を活かした陶板タイル「ＥＣＨＩＺＥＮ ＡＮＣＩＥＮＴ」を開発した。瓦のように耐久性が高い上、
多彩な風合いを表現することが可能。内外装、壁面、床面などさまざまな場所に使用できる。

越前セラミカ（越前市）

アイロンプリント用紙などの開発・販売の同社は、家庭用プリンターとアイロンでＴシャツに絵や文字のみがプリントできる転写手法を
開発した。生地を選ばず、木材などにも転写できる。オリジナルのデザイングッズ作りに重宝しそうだ。

クイックアート（福井市）

インテリア内装資材卸売の同社は、良質な越前和紙を手染めで加工した袱紗を商品化した。軽くて薄く、丈夫な仕上がりで、色合いも上品。
高い撥水性も付加している。ブランド名は「kasane」。

丸和（福井市）

警察用紋章などを製造する同社は、表面の色や質感がまるで使い込んだデニムのようなタイルの表札を開発した。新築家屋やお祝い用に
好評で、色や形などの種類も増えていった。

廣部硬器（福井市）

同社は、オリジナル化粧品ブランド「コモエース」の導入化粧品「コモエース ラメラエッセンス」を発売した。洗顔後に使うことで肌の
水分量が改善し、化粧水や乳液を使用した場合のスキンケア効果が高まるとしている。

セーレン（福井市）

手塚治虫の名作「ブラック・ジャック」で、主人公の天才外科医が愛用したソファを、同社が再現した。漫画のイメージを踏襲しつつ、
総本革張りで高級感あふれる逸品に仕上げた。山本社長は「手塚ファンにぜひ」としている。

山惣工業（高浜町）

【商業／サービス】
ＩＴとものづくりの融合を進める同社は、高級美容室向けにインターネットテレビモニター事業を始めた。県内企業の広告と料理レシピ
や映画予告などの女性向け情報を組み合わせた動画を流す。

タクミイチ（福井市）

農業の６次化産業化に取り組む農業法人の同社は、自動走行トラクターを導入して水田を耕す作業を効率化する。有人のトラクターに無
人のトラクターを並走させることによって作業時間を３割短縮する。

アジチファーム（福井市）

【情報産業】
ウェブ制作の同社は、スマートフォンやタブレット端末でオンラインの合同説明会を開くサービスを始めた。採用支援アプリの新機能で
企業が積極的に業務内容や待遇などを投稿できる。中小企業に通年採用対策として利用を促す。

サーフボード（福井市）

防災機器販売、保守の同社は、火災が起きた場所をスマートフォンなどに通知するシステムを開発した。専用の無線通信端末で火災報知
機とインターネットをつなぎ、ＳＮＳを活用して通知するもの。

創電（敦賀市）

ソフト開発の同社は、本社にリモート開発拠点を開設した。設計、実装、修正のサイクルを短期で回す「アジャイル型」のソフト・シス
テム開発の専用スペースの位置づけで、テレビ会議や大型モニターなど必要な設備を整えた。

永和システムマネジメント
（福井市）

福井県および県内全市町では、個人住民税の
特別徴収完全実施に取り組んでいます。

お問い合わせ先
〈制度について〉福井県納税課 0776-20-0257

〈手続きについて〉お住まいの市町　税務担当課


